
Advance CAD のプログラミングインターフェイスを Microsoft Visual Studio 2022 でビルドする

概要

本資料の位置づけ

Advance CAD のプログラミングインターフェイスを Microsoft Visual Studio 2022 でビルドするための資料です。

プログラミング環境及び、Advance CAD の使用／管理の知識がある方を対象としています。

赤字で表示した部分はプログラミングI/Fで使用するファイルです。

本資料で記述されるフォルダとファイル

ACAD

exe

acad.exe,acaduser.dll,acadbc.dll,acadcontrol.dll,acad*.dll,他

sample

USER

dspatch32.cpp

dspatch64.cpp

dspatch80.cpp

dspatch88.cpp

udbaccess.cpp

usrcom.cpp

usrmdm.cpp

menu

ACADCMD.MEN,ACAD*.MEN,USERCMD.MEN,他

msg

ERR.INP,ERR01.TXT,ERR*.TXT,ERR90.TXT,MSG.TXT,MSG01.TXT,MSG*.TXT,MSG90.TXT

user

acad*.lib,*.h,acadlegacy1.cpp,acadlegacy2.cpp,acadlegacy.h

work ACAD作業フォルダ

acaduser 任意作成フォルダ：ソリューション、プロジェクトファイル、作成するソースファイル格納用

   ┗ x64

         ┗ Release

               ┣ acaduser.dll

               ┗ *.obj

プログラミングインターフェイスのフォルダおよびファイル構成は任意ですが、本書説明上は、C:\ACAD 以下に acaduser フォルダを

作成し、そのフォルダにソースファイルを作成する構成として説明します。

最初から自前で作成しても構いませんが、ACAD\sample\USER フォルダ以下のソースをコピーしてそれを修正しながら作成してゆくと、

組み込むために必要な手続きを登録する手間が省けます。

Visual Studio 2022

開始画面
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「新しいプロジェクトの作成(N)」を選択

テンプレートは C++ を選択

新規プロジェクト→その他→空のプロジェクト

名前 acaduser 任意だがacaduser.dllを作成するので acaduser がリネームの手間が省ける

場所 任意

設定後、「作成(C)」で環境が作成される
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プロジェクト作成後、ソリューション構成とプラットフォームを決定(Release、x64)

ソースを準備

既に作成したソースコードがある場合は、それらを準備しておく

新規に作成する場合は、C:\ACAD\acaduser が作成されているので、ここに C:\ACAD\sample\USER\以下のソースをコピーすると便利

dspatch32.cpp udbaccess.cpp

dspatch64.cpp usrcom.cpp

dspatch80.cpp usrmdm.cpp

dspatch88.cpp

プロジェクトへのソースコードの登録

「ソリューションエクスプローラー」上の「acaduser」を右クリックし、「追加」->「既存項目」でファイル選択ダイアログを起動し、必要なファイルを選択する

選択ダイアログでファイルを選択し

プロジェクトに追加

ヘッダーファイルを追加する場合もソースの追加と同様

ヘッダー追加（後述する設定ダイアログで追加のインクルードディレクトリで指定しておけば不要）

選択ダイアログでインクルードファイルを選択し

プロジェクトに追加
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プロパティ設定

「ソリューションエクスプローラー」上の「acaduser」を右クリックし「プロパティ」を選択しプロパティダイアログを表示する

構成とプラットフォームを確認し、Release、X64にする

全般

文字セットをマルチバイト文字セットを使用するに変更

デバッグ設定でacad.exeを指定し実行することで、 acaduser.dll の関数が呼び出された時点でデバッグポイントに停止

させることは可能だが、acad.exe と同じフォルダに標準の acaduser.dll が存在するとそちらが優先されるので、要注意

起動時に渡したい引数がある場合は、コマンド引数に記述（例：-pACAD.SET）
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ヘッダーフォルダが複数ある場合はここで追加しておく

絶対パスで登録してもよいが、フォルダの移動が想定される場合は相対パスの方が便利

追加のインクルードディレクトリ：../user

プリプロセッサの定義に WIN32;AcadUserIMPL; を追加

コマンドラインの追加のオプションに /D "_CRT_SECURE_NO_WARNINGS" を追加する

※ これは、sprintf が原因でコンパイルが通らなくなったための処置で、acadlegacy1.cpp,acadlegacy2.cpp 等を

     使用しない場合や、sprintf を sprintf_s に変更した場合は追加不要



Advance CAD のプログラミングインターフェイスを Microsoft Visual Studio 2022 でビルドする

acaduser.dll の出力先を変更する場合は出力ファイルの$(outdir)を変更可能

追加のライブラリディレクトリに .lib のフォルダを記述

追加の依存ファイルに以下を追加

acadbc.lib;acadcontrol.lib;acadcui.lib;acadgr.lib;acadmdl.lib;acadstd.lib;

ビルド実行で acaduser.dll が作成される
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